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19.分 子 線 に よ る反 応 素 過 程 の.一追 求

















































20.衝撃 波管 に よる酸水素反応 の研 究
東大 工 浅 羽 哲 那
衝撃波管は,急速に(10T8⊥ 10-6秒 ) 高温 (数万度まで)の熱平衡 (温度を規定
出来る)を実現させる装置といえる｡反応論において;低温から高温までの広い温度範
囲にわたって素反応速度定数を知ることは重要であるが,これは衝撃波管を利用するこ
とによって始めて可能､となった｡以下に反応論的研究め機器としての衝撃波管の問題と
なる点を述べる｡
実験上の問題点 :/最も重要な問題は反応系の温度の評価セある｡高温高速現象の温
度を測定することは,それ自身エネルギー移動の研究手段であり,目的に適合した方法
が採られなければならないが,｢般に厄介であり多大な労力を必要とする｡したがって
通常は衝撃波パ ラメーターのうちで最も測定し易い衝撃波速度を測定し,式的に温度,
圧力等を算出する｡しかし現実に時何等かの不均一-性が存在 し,式からの偏侍が起る｡
精度を要求されるときは重要な問題となる｡その他,装置がかなり大きいため,不純物
の除去が困洋であり,また反応物の攻着による誤差もある鯵合には問題となる｡
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